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１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

｜。自然を守り、人を愛し
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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入 学お めでと う ／（Ｓ・ｊヽ回 ）



七

年

ぶ

り

に

忠

臣

蔵
六

段

目

福
浦
地
区
稲
荷
神
社
祭
典

福
浦
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
福
浦

の
歌
舞
伎
」
が
、
今
年
も
四
月
十

日
の
地
区
の
祭
典
で
上
演
さ
れ
、

大
漁
を
願
い
役
者
た
ち
の
熱
演
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
の
福
浦
地
区
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
、
地
区
の
子
供
か
ら

お
年
寄
り
や
村
内
外
か
ら
の
見
物

者
約
二
十
人
が
集
ま
り
、
ぬ
い
ど

う
子
供
会
の
「
義
経
千
本
桜
」
や

婦
人
会
の
踊
り
、
そ
し
て
芸
能
保

存
会
に
よ
る
「
忠
臣
蔵
三
段
目
、

五
段
目
、
六
段
目
」
の
演
技
に
盛

ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
上
演
さ
れ
た
「
忠
臣

蔵
六
段
目
」
は
出
稼
ぎ
等
に
よ
る

後
継
者
不
足
の
た
め
、
七
年
前
よ

り
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
保
存

会
の
熱
意
と
地
区
の
協
力
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
す
。
最
後
に
福

浦
芸
能
保
存
会
会
長
の
田
中
徳
助

さ
ん
が
、
「
子
供
会
の
義
経
千
本

桜
は
、
二
、
三
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
週
五
日
制
に
伴
い
学
校
の

協
力
を
得
て
始
め
た
が
、
後
継
者

の
育
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
ま

た
、
婦
人
部
な
ど
の
協
力
に
よ
り

忠
臣
蔵
六
段
目
が
上
演
で
き
た
。

今
後
も
文
化
財
を
愛
し
、
歌
舞
伎

を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
し
歌
舞
伎
の
上
演
を
終
了
し

ま
し
た
。

牛

滝

地

区

交

流

促

進

セ

ン

タ

ー

落

成

式

四
月
七
日
に
、
先
程
完
成
し
た

牛
滝
地
区
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
の

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
神
事
が
行
わ
れ
、

続
い
て
地
区
の
発
展
を
願
っ
て
御

神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
落
成
祝
賀
会
で
は
建
設

に
携
わ
っ
た
業
者
に
感
謝
状
が
送

ら
れ
、
村
長
や
地
区
総
代
が
あ
い

さ
つ
。
で
き

た
ば
か
り

の
セ
ン

タ
ー
の
舞
台
で
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
日
は
祝
賀
ム
ー

ド
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

村の中での話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場企画調整課広報担当

までどうぞ。

Ｓ３８



佐
井
村
を
き
れ
い
に
し
よ
う
～・

佐
井
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、

大
工

組

合

が

村

の

清

掃

奉

仕

四
月
五
日
に
、
佐
井
村
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
の
み
な
さ
ん
が

犬
佐
井
橋
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
清
掃
は
、
福
祉
協
議
会
の

事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
冬
の
間
に

た
ま
っ
た
土
ぼ
こ
り
も
き
れ
い
に

取
り
除
か
れ
、
道
行
く
人
も
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
か
。

▲大工組合による空き缶拾い ▲佐井村身体障害者福祉協議会の清掃

作業

四
月
六
日
に
は
、
大
工
組
合
が

が
ん
か
け
公
園
か
ら
牛
滝
ま
で
の

国
道
三
三
八
号
線
沿
い
の
空
き
缶

（
ゴ
ミ
）
捨
い
を
行
い
ま
し
た
。

四
月
と
は
い
え
風
が
強
く
肌
寒

い
日
で
し
た
が
、
数
時
間
の
う
ち

に
大
量
の
空
き
缶
が
捨
い
集
め
ら

れ
、
そ
の
量
の
多
さ
に
大
変
お
ど

ろ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
ま
す
が
、
車
中
か
ら
の
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止
め
ま
し
よ

大
工
組
合
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

共

同

運

航

の

調

印

行

わ

れ

る

去
る
三
月
二
十
九
日
、
東
北
海

運
局
青
森
支
局
に
お
い
て
、
仏
ヶ

浦
海
上
観
光
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役

磯
川
博
）
と
佐
井
定
期
観

光
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

東

出
昇
）
と
の
間
で
、
念
願
の
「
共

同
運
航
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
の
調
印
内
容
は
、
フ
リ
ー

客
を
対
象
に
共
同
運
航
を
実
施
す

る
も
の
で
、
当
日
は
立
合
者
と
し

て
庄
司
忠
雄
青
森
支
局
長
ほ
か
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。



ピカピカの１年生大集合 ／（
佐
井
小

学
校

）
磯 谷 健 太 くん

（明英）

小笠原直也くん
（昭彦）

岡 村 あ ゆ み ちゃん

（照幸）
菊 池 宙心くん

（尚武）
工藤 歩美ちゃん

（明道）

工藤 沙織おぺ
（高明）

坂本 奈穂子ちゃ八
（芳博）

七戸 祐也く八
（武司）

竹内 祐輔くん
（大規）

田 中 直 樹 くん

（昌直）

Ｗ¶ Ｊ 〃中 村 麻 由 美 ち ゃ 八

（明 美）

中村与志美くん
（久美義）

野宮 正嗣くん
（慎一）

樋口 有斗くん
（真弓）

平 村 聖 奈 ちゃん

（宮本義美）

布 施 大地く八
（一哉）

若 山 涼 子ちゃん
（明生）

ｆ
－ ノ ●

横 浜 英 理 香 お べ

（章 子 ）

（
原
田

小

学

校
）

金 沢 和 也 くん

（晴義）

（
磯
谷
小

学

校
）

五 十 嵐 寛 郎 くん

（清晴）

横浜 愛矣おぺ
（幸生）

（
長

後
小

学
校
）

内田 琴 絵ちゃん
（誠一）

斎藤 蛍 ちゃん
（秀人）

（
福

浦
小

学
校

）
田中 奐菠おぺ

（潔）

（
牛
滝
小

学

校
）

坂井 涼 くん
（―尚）

ｊ二` ’ＪＪ中 西 大 二 郎 く ん

（等 ）
船越 祐 也くん

（誠）
船越 渉 くん

（勝彦）
宮 部 あ ゆ みちゃん

（正廣）
・順不同です。



ニューフェイス よろしくお願いします

役 場

企画 調整 課

主 事 補

東 出 隆 広

・常に夢と理想を
もって村の将来
のために働きま
す。

役 場

総務課

主 事補

奥 本 貴 樹

・まだ入ったばか
りの新人ですが
一生懸命がんば
ります。

役 場

住 民 福 祉 課

保 健 婦

阿 部 聖 子

・一つ一つ覚えて
がんばりたいと
思います。よろし
くお願いします。

役 場

住 民 福 祉 課

駐 在 保 健 婦

篠 崎 朝 子

・微力ですが、こ

れまでの経験を
生かして頑張り
たいと思います。

社会福祉協議会

事 務局 長

品 田 稔

・浅学非才の身で
はありますが、
粉骨砕身職務に
邁進します。よ
ろしくお願いし
ます。

社会福祉協議会

生活指 導員

柳 谷 哲

・佐井村の福祉に
貢献できるよう
頑張りますので
よろしくお願い
します。

在宅介護支援センター

派 遣 看 護 婦

大 久 保 淳 子

・ 村民 の 皆さ ん の

た め に 精 い つ は

い 頑 張 り ま す。

よ ろ し く お 願 い

しま す。

新
し
く
転
任
さ
れ
た
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
／

○
佐

井
小

学

校

・

校

長

吉

田

宏

（
蛇

浦

小

か

言

・

教

諭

浜

道

早

苗

（
関
根

小

か

言

●

夕

西

沢

育

子

（
大

平

小

か

ら
）

●

夕

秋

谷

啓

児

（
新
採

用

）

・

主

事

平

井

匠

（
烏

沢
小

か

ら
）

・

養

助

工

藤

奈

央

子

（
新
採

用

）

・

講

師

（
非

常
勤

）

松

原

晶

子

・

用

務
員

山

本

悛

広

○
磯

谷
小

学

校

・

教

諭

田

澤

亶
］

紀

（
佐

井

小

か
ら

）

・

講

師

青

木

竜

太

（
新

採

用

）

○
磯

谷

中

学

校

・

教

諭

千

船

学

（
牛

滝

中

か
ら

）

●

ク

佐

藤

篤

史

（
大

畑

中

か
ら

）

○

長

後
小

学

校

・

講

師

豊

沢

音（

彦

（
新

採

用

）

○

福

浦

小

学

校

・

校

長

大

平

敏

三

枚

橋
小

か

ら
）

・

教

諭

工

藤

久

絵

（
大

畑
小

か

ら
）

・

養

助

渋

川

麻

衣

子

（
目

名
小

か

ら
）

○

福

浦

中

学

校

・

教

諭

和

田

恆

大

（
む

っ

中

か

ら
）

○

牛

滝

小

学

校

・

講

師

久

慈

砂

織

足

津
川

小

か

ら
）

○

牛

滝

中

学

校

・

講

師

大

舘

潤

一

（
新

採

用

）

○

佐
井

中

学

校

・

教

諭

杉

沢

透

（
田

名

部

中

か

ら
）

●

ク

田

鎖

正

徳

（
大

平

中

か

ら
）

一

夕

中

野

和

子

（
北

部

中

か

ら
）

・

養

教

山

下

孝

子

（
弘

二

養

か

ら
）

・

講

師

坂

上

晶

子

（
北

部

中

か

ら
）

・

ク

小

向

布

美

子

（
福

浦
小

か

ら
）



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

５ 月
・｜

日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
５７０

日

新
入
学
児
童
の
家
庭
訪
問

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
前

日
、
四
月
五
日
の
夕
方
に
交
通
安

全
母
の
会
で
は
、
今
年
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
の
家
庭
を
安
全
歩

行
指
導
の
た
め
に
訪
問
し
ま
し

た
。矢

越
地
区
、
大
佐
井
地
区
、
古

佐
井
地
区
の
児
童
が
十
八
名
（
男

十
名
、
女
八
名
）
で
年
々
減
少
し

て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
数
の
少

な
さ
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。子

供
達
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け

て
く
だ
さ
い
と
、
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん

の
Ｍ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
反
射
材
）
と
八

幡
宮
で
ご
祈
祷
済
み
の
手
造
り
ワ

ン
ち
ゃ
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
そ
し

て
交
通
ル
ー
ル
の
色
々
を
教
え
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
添
え
て
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
渡
し
ま
し
た
。

子
供
達
も
玄
関
ま
で
出
迎
え
て

く
れ
、
色
々
な
質
問
に
も
は
き
は

き
と
元

気
よ
く
答
え
て

い
ま
し

た
。ま

た
、
四
月
九
日
か
ら
四
月
二

十
日
ま
で
は
下
校
時
の
安
全
歩
行

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、
み

ん
な
き
ち
ん
と
歩
い
て
い
た
よ
う

で
す
。
新
入
学
児
童
だ
け
で
は
な

く
、
ほ
か
の
児
童
・
生
徒
の
み
な

さ
ん
も
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

通

学

路

安

全

歩

行

リ

ハ

ー

サ

ル

今
年
も
新
入
学
の
時
期
に
入
り

三
月
三
十
日
に
通
学
路
安
全
歩
行

リ
（

Ｉ
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
を
悲
惨

な
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
行

わ
れ
る
活
動
で
、
危
険
な
個
所
や

横
断
歩
道
等
の
わ
た
り
方
を
目
で

見
て
、
耳
で
聞
い
て
安
全
を
確
か

め
る
こ
と
を
体
で
覚
え
て
も
ら
う

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

駐
在
所
の
野
宮
部
長
の
指
導
で
、

母
の
会
と
保
護
者
並
び
に
児
童
が

一
緒
に
通
学
路
を
実
際
に
歩
い
て

み
ま
し
た
。
車
に
乗
る
機
会
が
多

い
子
供
に
は
、
長
い
道
の
り
の
歩

行
に
足
ど
り
も
重
く
な
り
が
ち
、

保
護
者
も
実
際
に
歩
い
て
見
て
、

危
険
な
箇
所
を
確
認
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
子
供
が
出
か
け
る
時

は
、
「
車
に
気
を
つ
け
て
い
っ
て

ら
っ
し
や
い
」
の
こ
尸
を
か
け
て

送
り
出
し
て
下
さ
い
。
下
校
時
の

歩
行
指
導
は
、
先
生
と
保
護
者
そ

し
て
母
の
会
も
協
力
し
、
四
月
九

日
か
ら
二
十
日
ま
で
無
事
故
を
願

い
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
な
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
子
供
達
の
危
険
な
行
動

に
は
遠
慮
し
な
い
で
「
あ
ぶ
な
い

よ
が
‥」
と
一
言
、
声
を
か
け
て
下

さ
い
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
こ
そ
成
り

立
つ
無
事
故

で
す
。
『
毎
日
の
明

る
い
く
ら
し
は
交
通
安
全
』

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

交
通
安
全
の
黄
色
の
帽
子
に

ニ

ッ

コ

リ

四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
佐
井

小
学
校
の
入
学
式
に
、
交
通
安

全
対
策
協
議
会
か
ら
新
入
学
児

童
に
加
わ
い
い
黄
色
の
帽
子
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
、「
車
に
気
を
つ
け

て
元
気
に
通
っ
て
下
さ
い
。
飛
び

出
し
て
車
と
相
撲
を
と
っ
て
投

げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
」
と
一
人

ひ
と
り
に
笑
顔
で
か
ぶ
せ
て
も

ら
い
、
新
一
年
生
は
少
し
緊
張

の
中
に
も
笑
顔
を
浮
か
べ
、
握

手
を
し
て
約
束
を
し
ま
し
た
。

ご
兀
気
で
入
学
お
め
で
と
う
”



子
供
と
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
～・

身
も
心
も
さ
わ
や
か
な
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
道
路
に
は

バ
イ
ク
や
自
転
車
の
姿
も
増
え
、

交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
昨
年
一
年
間
の
子

供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
発
生

状
況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
中
学
生
以
下
の
子
供
の
交
通

事
故
発
生
状
況

・
死
者
数

○

大
（
前
年
比

六
人
減
）

・
傷
者
数

九
六
人
（
前
年
比

一
人
減
）

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
発
生
状

況
・
死
者
数

三
五
人
（
前
年
比

四
人
減
）

・
傷
者
数
九
七
八
人
（
前
年
比

五
五
人
増
）

中
学
生
以
下
の
子
供
の
死
者
数

は
年
間
皆
無
の
記
録
を
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
傷
者
数
に
つ
い
て

は
前
年
と
比
べ
て
横
ば
い
、
ま
た

高
齢
者
の
死
者
数
は
二
年
連
続
し

て
減
少
し
か
も
の
の
全
体
の
死
者

数
の
二
五
・
五
％
を
占
め
、
傷
者

数
は
前
年
よ
り
五
五
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、

・
子
供
の
動
静
に
十
分
注
意
し
て

予
測
運
転
を
心
が
け
る
。

・
減
速
、
除
行
す
る
な
ど
の
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
に
努
め
る
。

・
交
差
点
で
は
、
信
号
が
青
で
も

必
ず
安
全
を
確
認
す
る
。

・
車
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
に
は

特
に
注
意
す
る
。

な
ど
を
運
転
の
際
に
気
を
付

け
、
高
齢
者
に
は

・
横
断
は
左
右
を
見
っ
て
ま
っ
す

ぐ
渡
る
。

・
車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
や

め
る
。

・
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交
差

点
や
曲
が
り
角
で
必
ず
安
全
を

確
か
め
る
。

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
健
康

状
態
に
注
意
し
安
全
運
転
を
心

掛
け
る
。

・
外
出
時
は
、
反
射
材
の
着
用
な

ど
明
る
い
服
装
を
心
掛
け
る
。

な
ど
の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
る
よ
う
教
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
他
の
方
々
も
普
段

か
ら
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ

て
い
る
か
、
も
う
一
度
考
え
な
お

七
て
み
ま
し
ょ
う
。

交通事故

ご相談

● 電 話 の ご 相 談 も お 受 け し ま す

≫ ０１７７－２ ２ － １０ ２ ５ ｃ直 通 ）

相談日 ：月曜から 金曜午前９時半～１２時

午後１時～ ４時４０分（ 祝祭日 を除く ）

ｏ 専門の相談員が親身になってご相談に晧じます

○弁護士相談日 ：毎月第４水曜日 午後１ 時～４時

社 団 法 人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ
ー

青森市堤町２－１－７日産火災青森ビル４階（青森文化会館向い）青森調査事務所内００１７７－７６－４３９１

活 彩 あ お も り

ヤ ン グ セ ー フ テ ィ １ ０ ０

１０人１組で１００日間の 無事 故・無 違 反 を競い 合い なが

ら、交通安全活動を行うヤン グ１００チ ームを募集中 。／

参加 者全員 にス テ ッカーを 配布す るほ か、無 事故 ・

無違反 達成 チーム に証明 書、記念 品 をプレゼ ントし ま

す。

一実施期間 平成８年 ７月１ 日～１０月 ８日の１００日間

・参加資格 次のいず れに も該当する者

剛 参加申込時、３０歳未満の者

（２）県内に居住している者

（３）自動車又は二輪車を運転している者

・参加チ ームの活動内容

剛 正しい交通ルール とマナ ーの実践

（無 事故 ・無違反 への挑 戦）

（２咬 通実態の把握 （シートベルト着用状況の調査）

（３）お茶の問への呼び掛け （交通安全署名活動）

（４）自主的・自発的な意識啓発 （交通安全標語の作成）

・参 加 料 無料

［問い合わせ先：県交通安全対策室 ℡ＭＭを１１１１内線２２３７］

あなたも参加 わたしもやります “交通安全”

県 内 の 交 通 事 故 概 況

（平成８年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後 日変 更するこ とがあります。

飲酒運転 しない させない みのがさない

一 車のスピードは控えめに

歩行者も交通ルールを守りましょう

毎月１日は県民交通安全の日

運転は ゆったりハートに しっかりベルト



保健婦だより

成人 病 の特 効 薬は

『予 防
』

～この機会に

ヘルスチェツクを～

国
は
じ
め
に

う
ら
ら
か
な
春
光
に
誘
わ
れ
て

外
へ
飛
び
だ
し
た
く
な
る
、
活
動

的
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

運
動
を
は
じ
め
る
に
は
絶
好
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
元
気
な

証
拠
。

今
年
も
元
気
で
過
ご
せ
る
た
め

に
も
、
体
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

村
で
は
年
に
一
度
、
大
切
な
お

父

さ

ん
、

お
母

さ

ん

の
体

を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

圜
四
〇
・
五
〇
歳
は
健
康
生
活
の

分
岐
点

健
康
な
時
に
健
康
を
意
識
す
る

の
は
、
ご
く
ま
れ
で
す
。
自
分
だ

け
は
病
気
に
縁
が
な
い
と
思
い
が

ち
。
そ
ん
な
時
で
も
、
友
人
が
病

気
で
倒
れ
た
り
す
る
と
「
も
し
か

し
て
自
分
も
・：
」
と
不
安
に
な
り

ま
す
。

人
生
の
節
目
と
も
言
え
る
四
〇

歳
、
五
〇
歳
は
健
康
の
曲
が
り
角

で
も
あ
り
ま
す
。
人
生
八
〇
年
時

代
の
今
も
、
四
〇
歳
、
五
〇
歳
と

言
っ
て
も
ま
だ
若
く
元
気
な
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
道
具

も
長
年
使
え
ば
故
障
も
増
え
る
の

と
同
様
に
、
年
齢
と
と
も
に
人
間

の
体
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
き
ま
す
。

実
際
に
、
四
〇
歳
頃
か
ら
成
人

病
の
発
症
率
は
グ
ン
と
高
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
成
人
病
は
老
化
を

土
台
に
し
て
、
悪
い
生
活
習
慣
が

芽
生
え
さ
せ
る
病
気
で
す
。
四
〇

歳
を
す
ぎ
た
ら
誰
も
が
注
意
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
人
病
の
特
効
薬
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
「
予
防
」
で
す
。
元
気

な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
特
効
薬

が
効
く
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
Ｊ

今
年
も
次
の
日
程
で
、
各
地
区

で
基
本
健
康
診
査
、
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、

結
核
検
診
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

五
月
十
三
囗
、
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
四
月

に
都
合
が
悪
く
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
や
申
し
込
み
を
忘
れ
た
方
は

問
診
票
が
な
く
て
も
受
診
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

胃
が
ん
検
診

。死
亡
率
は
減
っ
た
が
依
然

患
者
は
多
い
”

日
本
人
の
が
ん
の
特
徴
は
胃
が

ん
が
多
い
こ
と
で
す
。
死
亡
率
こ

そ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
胃

が
ん
に
か
か
る
人
は
ま
だ
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
が

ん
の
う
ち
治
療
を
受
け
れ
ば
、
ほ

ぼ
治
る
と
言
え
る
ほ
ど
治
療
成
積

が
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

佐 井 村 の 死 亡 状 況

１）悪性新生物（ガン）の全死亡に対する割合

２）部位別ガン死亡状況（平成４年から６年までの３年鄒

平成８年度複合検診日程表



亅９９６ ５月村民カレンダー

＝佐井村観光協会からのお知らせ＝ 今年のがんかけ祭は６月の第２日曜（９
日）になります。詳しいことは後日、広報でお知らせします。



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．５）

青
少
年
赤
十
字
に
つ
い
て
①

一
、
青
少
年
赤
十
字
の
特
徴

青
少
年
赤
十
字
は
、
各
国
の
赤

十
字
社
が
そ
の
重
要
な
社
業
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の

で
、
そ
れ
は
青
少
年
が
赤
十
字
の

精
神
に
の
っ
と
っ
て
、
自
己
の
人

格
形
成
の
た
め
に
行
う
日
常
の
活

動
を
赤
十
字
社
が
援
助
す
る
事
業

で
す
。
赤
十
字
は
、
だ
れ
の
胸
の

中
に
も
あ
る
「
苦
し
む
人
の
姿
を

見
た
ら
何
と
か
し
た
い
」
気
持
ち

や
素
直
や
実
践
が
結
集
し
て
組
織

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
今
で

は
、
そ
れ
が
発
展
し
、
単
に
個
人

的
な
苦
痛
や
死

の
場
合

に
隕
ら

ず
、
こ
の
気
持
ち
を
あ
ら
ゆ
る
人

間
関
係
の
上
に
及
ぼ
し
て
、
人
類

の
幸
福
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
し

て
い
く
た
め
の
組
織
と
な
り
ま
し

た
。
赤
十
字
は
、
百
三
十
年
余
の

歴
史
の
中
で
、
様
々
な
体
験
を
し
、

そ
の
中
か
ら
世
界
人
類
共
存
の
だ

め
の
貴
重
な
叫
び
と
そ
の
た
め
の

実
践
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
自
ら
の
も
の
と
し
て
日
常
生

活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
赤

十
字
の
努
め
で
あ
り
、願
い
で
す
。

青
少
年
赤
十
字
は
、
こ
れ
ら
の

願

い
が
青
少
年
に
も
理
解
さ
れ
、

体
得
で
き
、
進
ん
で
実
践
活
動
に

移
せ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
し

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
赤
十
字
が
主
導
的
に

な
っ
て
生
み
出
し
た
と
い
う
よ
り

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
、

そ
し
て
豊
か
な
心
身
の
成
長
を
ひ

た
す
ら
願
っ
て
お
ら
れ
た
学
校
の

先
生
方
の
、
ひ
た
む
き
な
愛
情
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
歴
史
的

な
事
実
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
が
現
在

で
も
学
校
と
の
関
連
を
も
つ
要
因

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
青
少
年
赤
十
字
は

学
校
か
ら
の
要
請
と
赤
十
字
の
願

い
が
一
致
し
た
結
果
と
し
て
設
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
特
徴
の
一

つ
で
す
。

学
校
に
と
っ
て
は
、
赤
十
字
が

理
想
と
し
て
い
る
考
え
方
や
、
世

界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
広
が
っ
て

い
る
組
織
と
そ
の
機
能
、
そ
こ
で

技
術
な
ど
が
利
用
で
き
る
こ
と
、

世
界
中
に
い
る
た
く
さ
ん
の
メ
ン

バ
ー
と
交
流
で
き
る
こ
と
な
ど
が

学
校
の
教
育
を
推
進
す
る
上
で
良

い
教
材
に
な
り
ま
す
し
、
赤
十
字

と
し
て
は
、
本
来
の
願
い
が
か
な

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
は
、
ま

た
双
方
に
無
理
の
な
い
組
織
や
運

営
の
方
法
が
当
然
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
青
少
年
赤
十
字

は
、
個
人
の
参
加
で
は
な
く
、
学

校
の
教
育
方
針
に
基
づ
い
て
自
主

的
に
採
用
し
、
実
情
に
即
し
て
計

画
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
こ

の
青
少
年
に
対
し
、
そ
の
活
動
に

必
要
な
知
識
・
技
術
・
資
料
お
よ

び
赤
十
字
の
組
織
を
利
用
す
る
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

学
校
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

青
少
年
赤
十
字
は
、
そ
の
学
校
の

先
生
を
指
導
者
と
し
、
学
校
の
教

育
方
針
や
指
導
計
画
に
基
づ
い
て

指
導
さ
れ
ま
す
が
、
児
童
・
生
徒

の
自
主
性
を
尊
重
し
、
そ
の
運
営

や
実
践
活
動
が
、
彼
ら
自
身
の
力

で
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
自

分
た
ち
の
喜
び
と
な
る
よ
う
に
工

夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Λ
次
号
へ
つ
づ
く
▽下北少年自然の家で青少年赤十字研修

小 さ な 掛 け 金 ・ 大 き な 補 償

ス ポ ー ツ 安 全 保 険

スポーツ安全保険は、傷害保険と賠償責任保

険および共済見舞金を組み合わせた総合補償制

度で、グループの皆様や指導者の方々が安心し

て活動できるようにとの願いを込めて開発しま

した。現在では９００万人もの人が加入しておられ

ます。

万一の事故に備えてぜひこの保険へのご加入

をお願い致します。

【受付期間】平成８年３月１日より

【保険期間】平成８年４月１囗～

平成９月３月３１日

【掛 金】中学生以下の団体 …………４００円

大人の団体 ………………１，３００円

【補 償 金】入院 ………… １日につき４，０００円

通院 ………… １日につき１，５００円

※この他、老人クラブ団体、実業団連盟の加

入も扱っています。

≪お問い合わせ先≫

青森市大字安田字近野２３４－７

鯏スポーツ安全協会青森県支部

００１７７－８２－６９８４



こ
ん
に
ち
は
／

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
五
号
）

あ
す
な
ろ
避
難
訓
練
行
わ
れ
る

去
る
四
月
八
日
、
春
の
火
災
予

防
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
テ
ィ

ー

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
入
居
者
を
対

象
に
避
難
誘
導
、
消
火
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
日
中
の
訓

練
で
し
た
が
、
夜
間
防
火
管
理
体

制
に
つ
い
て
も
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

平
成
八
年
度
予
算
は

九
七
。
二
九
七
。
０
０
０
円

平
成
八
年
度
の
主
な
事
業

・
福
祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ク
リ
ス
マ
ス
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
心
配
ご
と
相
談
所
運
営
事
業

・
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
業
務

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
業
務

・
在
宅
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
福
祉
団
体
活
動
助
成

・
社
会
福
祉
講
座
の
開
催

・
青
森
県
共
同
募
金
会
佐
井
村
分
会
の
運
営

・
福
祉
情
報
の
啓
発

皆

様

か

ら

の

あ

た

た

か

い

ご
寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま
す

（
平
成
八
年
三
月
、
四
月
）

奥
本
四
郎
様

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

板
谷
誠
子
様

一
〇
、
〇
〇
〇

大
石
健
次
郎
様

一
〇
、
〇
〇
〇

下
北
信
用
金
庫
様
六
七
、七
六
六

（
単
位
円
）

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
付
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
の
た
め
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



お
元
気
で
す
か
？
出
稼
耆
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、

仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な

さ
ん
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ぶ

る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と

の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
、
お
便
り
、

写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

出
稼
ぎ
に
関
す
る
求
人
情
報
や

ご
相
談
は
？

村

で

は

、

村

内

に

お

け

る

出

稼

労

働

者

及

び

そ

の

家

族

の

相

談

な

ら

び

に

求

人

情

報

の

提

供

等

の
業

務

に

従

事

し

て

い
た

だ

く

た

め

・

今

修

一

さ

ん
（
天
－

四
三
七
）

・

山

本

秀

夫

さ

ん
（
天

上

呑

二
）

を
各
地
域
相
談
員
に
委
嘱
し
ま
し

た
。就

労
先
に
お
い
て
事
故
や
病

気
、
留
守
家
族
に
お
け
る
問
題
等

が
生
じ
た
時
に
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

出

稼

ぎ
留

守

家

族

激
励

訪

問
に

参

加

し

て

荒

川

貞

子

毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
、

出
稼
留
守
家
族
訪
問
が
、
横
浜
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
私
と
饑
川
静

江
さ
ん
の
二
名
が
参
加
し
、
大
畑

町
む
つ
市
や
県
内
の
留
守
家
族
約

八
十
名
で
青
森
を
出
発
し
ま
し

た
。下

北
は
雪
が
多
く
ま
だ
、
冬
で

し
た
が
横
浜
は
初
春
を
感
じ
さ
せ

る
、
と
て
も
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
横
浜
は
、
山
下
公
園
、
横
浜

港
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
す
ぐ
そ
ば

で
、
そ
の
昔
、
マ
ッ
カ
ー
サ
上
兀

師
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、
野
球
会
の

ペ
イ
ブ
ル
ー
ス
等
の
有
名
人
が
宿

泊
し
た
格
式
の
高
い
ホ
テ
ル
だ
そ

う
で
す
。
横
浜
を
代
表
す
る
グ
ル

メ
の
町
、
中
華
街
は
ホ
テ
ル
か
ら

二
、
三
分
の
所
で
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
も
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

会
食
は
、
東
京
、
横
浜
近
辺
で

働
い
て
い
る
御
主
人
方
が
そ
れ
ぞ

れ
奥
さ
ん
に
逢
い
に
来
ら
れ
、
楽

し
い
会
食
と
な
り
、
御
主
人
が
忙

が
し
く
来
れ
な
い
方
々
は
少
し
淋

し
そ
う
で
し
た
。

会
食
後
、
家
族
、
仲
間
と
一
緒

に
き
ら
び
や
か
な
夜
の
中
華
街
へ

と
消
え
て
行
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
相
模
原
に
あ
り
ま
す

Ｎ
Ｅ
Ｃ
日
本
電
気
相
模
原
事
業
所

へ
訪
問
し
ま
し
た
。
会
社
の
方
か

ら
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
皆
さ
ん
目
、
耳
を
か
た
む

け
て
い
ま
し
た
。

私
か
十
代
の
頃
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
二
ヶ

月
程
い
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
な

つ
か
し
く
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。昼

食
は
、
横
浜
港
、
山
下
公
園

に
あ
り
ま
す
ベ
イ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

で
の
洋
食
で
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
一
時
間
三
十

分
、
船
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
、
み
な
と
み
ら
い
２１
、
そ

れ
ぞ
れ
の
セ
ン
ス
で
新
し
い
ヨ
コ

（

マ
を
体
感
し
、
と
て
も
リ
ッ
チ

な
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

船
か
ら
降
り
て
か
ら
は
、
自
由

行
動
で
す
。

い
つ
も
は
、
離
れ
ば
な
れ
に
生

活
し
て
い
る
御
主
人
、息
子
さ
ん
、

娘
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
あ
い
久
々

の
家
族
水
入
ら
ず
の
楽
し

い
ひ
と

と
き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
過
ご
し
た
よ

う
で
す
。

帰
り
の
新
幹
線
で
は
、
参
加
し

た
人
達
が
交
流
会
の
よ
う
に
、
写

真
を
と
っ
た
り
電
話
番
号
を
聞
い

た
り
、
に
ぎ
や
か
な
車
内
で
し
た
。

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
安

全
と
健
康
を
祈
り
激
励
訪
問
に
参

加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

☆ Ｎ Ｔ Ｔ か ら の

「 電 話 線 切 断 事 故 防 止 」の お 願 い

建設 土 木等 工事 関 係 者 の皆 さ ん、誤 っ

て 「電話線」 を切断すると…………。

地域 の神 経 とし て使 われて い る通信 が

麻 痺 し てし まい、 社 会生活 に大 きな影 響

を及 ぼす こ と とな り、 工事 施工 会 社 の社

会的 信用 失 墜につ なが ると同 時 に多 額 の

設備復旧賠 償金 も支払 うこととなります。

ＮＴＴ では、設備事故 を防止す るため、

無 料 で 「工 事 立 会」 を行 って い ます。 道

路 の掘 削 工事、 パ イ ルの打 ち込 み及 び建

柱 工事 等 を 実施 す る場合 は、 必 ず、工 事

着 工前 に下記 連 絡先 に紹 介 匸 地 下埋 設

物 （地 中電 話線 等） の有 無 を確 認 する と

と もに、「工事 立会」 を実施 のうえ施工 し

てい ただ き ます よう よろ し くお 願い い た

します。

☆連絡先

・住 所 ：青森市南佃 ２丁目１－ ７

（ＮＴＴ松森ビ ル４Ｆ）

・会社名 ：㈱エヌ・テイ・テイ・テに ムエンジニアリング

東 北 青 森 支 店

略 称：㈱ＮＴ Ｔ－Ｔ Ｅ東北 青森 支店

・電 話：０１２０－３４－８７６４

（受付専用 フリ ーダイヤル）

０１７７－４４－２２２２

（携帯電話等 からの連絡先）

・Ｆ ＡＸ：０１７７－４４－２２５０



青
少
年
育
成
村
民
会
議
報

第
十
五
回
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会

先
日
、
ア
ル

ザ
ス
し
お
さ

い

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
手
を
つ
な
ぎ

み

ん
な

で
伸

ば
そ
う

若

い
芽

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
第
十
五

回
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
青
少
年
健
全
育
成
に
貢

績
の
あ
っ
た
松
谷
三
枝
さ
ん
と
長

後
子
ど
も
会
、
牛
滝
子
ど
も
会
の

表
彰
の
あ
と
主
催
者
を
代
表
し
て

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議
の
野

村
義
勝
会
長
が
「
す
べ
て
の
村
民

が
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

一
層
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
日

常
的
に
こ
の
運
動
と
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
第
二
十
九
回
佐
井
村
小
学

校
お
話
し
大
会
で
最
優
秀
賞
の
原

田
小
学
校
六
年
池
田
彩
子
さ
ん
、

第
三
十
一
回
大
同
地
区
少
年
防
犯

弁
論
大
会
で
第
一
位
、
長
後
小
学

校
三
年
滝
本
奈
津
子
さ
ん
、
特
別

賞
の
牛
滝
中
学
校
二
年
船
越
奈
津

子
さ
ん
が
自
ら
の
体
験
を
も
と
に

意
見
を
発
表
、
さ
ら
に
九
月
十
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
二
週
間
に

わ
た
る
「
第
六
回
青
森
県
青
年
の

船
」
に
参
加
し
た
長
島
幸
雄
さ
ん

に
よ
る
体
験
発
表
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
下
北
教
育
事
務
所
指
導

主
事
、
北
川
博
美
氏
が
が
豊
富
な

経
験
を
も
と
に
「
最
近
の
生
徒
指

導
に
思
う
」
と
題
し
て
貴
重
な
講

演
を
行
い
、
参
加
者
に
多
大
な
感

銘
を
与
え
て
大
会
を
終
え
ま
し

た
。

佐
井
駐
在
所
連
絡
協
議
会
結
成
さ
れ
る

こ
の
度
、
佐
井
駐
在
所
管
内
に

お
い
て
、
警
察
と
地
域
住
民
等
が

相
互
に
協
力
し
、
安
全
で
平
穏
な

地
域
社
会
の
実
現
を
図
ろ
う
と
、

佐
井
村
防
犯
指
導
隊
長
中
村
喜
一

と
大
間
地
区
少
年
補
導
協
力
員
会

長
千
葉
英
雄
の
両
氏
が
発
起
人
と

な
り
、
地
区
総
代
ら
有
志
の
方
々

で
構
成
す
る
佐
井
駐
在
所
連
絡
協

議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
佐
井

村
に
お
け
る

「
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

の
佐
井
駐
在
所
と
の
パ
イ
プ
を
、

よ
り
風

通
し

の
よ

い
も
の
と
し

て
。○

情
報
発
信
活
動

○
地
域
の
問
題
や
意
見
・
要
望

を
提
起
し
、
相
互
に
検
討
。

協
議
し
な
が
ら
連
携
し
て
。

地
域
の
身
近
な
問
題
の
解
決

を
図
る

な
ど
に
よ
り
、
駐
在
所
員
と
と
も

に
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
や
事
故
・

災
害
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
を

進
め
て

い
こ
う
と
す

る
も
の
で

す
。佐

井
村
の
津
軽
海
峡
文
化
館
ア

ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
た
結
成
式
に

は
、
会
員
を
は
じ
め
松
山
武
治
大

間
署
長
、
東
出
昇
村
長
ら
約
三
十

人

が
出

席

し

ま

し

た

。

同

連

絡

協

は

地
区

や

町

内
会

等

地

域

自

治

組

織

の

代
表

者

、
役

場

、

防

犯

、
交

通

団

体

、
関

係

者

、
漁

協

、

老

人

ク
ラ

ブ
連

合

会

、

駐

在

所

で

構

成

さ

れ
、

役

員

は

左

記

の

と

お

り

で

あ
り

ま

す

。

○

大

瀬

戸

・
川

原

町

・
工

場

町

地

区

藤

田

喜

代

栄

○

大

間

・
新

町

・
緑

町

地
区

奥

本

洋

典

○

谷

地

町

・
浜

町

・
黒

岩

・

中

道

地

区

渋

田

昌

平

○

仲

町

・
浜

町

地
区

島

野

芳

弘

○

新

町

・
浦

町

地
区

鹿

嶋

健

一

〇

台

場

・
川

向

地
区

島

野

秀

美

○

原

田

地

区

加

藤

秀

夫

○

川

目

地

区

上

山

実

○

矢

越

地

区

館

脇

誠

一

〇

磯

谷

地

区

東

出

福

一

〇

長

後

地

区

大

石

光

明

○

福

浦

地

区

内

藤

久

志

○
牛
滝
地
区中

西

正

○
佐
井
村
役
場
総
務
課

奥

本

好

勝

○
佐
井
村
防
犯
指
導
隊

中

村

豈
に

一

〇
少
年
補
導
協
力
員

千

葉

英

雄

○
佐
井
村
交
通
指
導
隊

東

出

大

○
佐
井
村
漁
業
協
同
組
合

新

田

常

雄

○
佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

藤

田

重

良

尚
、
全
会
一
致
で
、
会
長
に

奥
本
洋
典
氏
、
副
会
長
に
島
野

秀
美
氏
、
上
山
実
氏
を
選
任
、

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
地

区
、
町
内
会
の
範
囲
で
互
選
と

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

最
後
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

連
絡
協
事
務
局

佐
井
駐
在
所

電
話
三
八
－

二
一
八
八



税務・国民年金

情報コーナー

・税金・年金のご相談は

役場の各窓口までどうぞ

確

定

申

告

が

間
違
っ
て
い
た
と
き

Λ
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と

き
▽

確

定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、
「
更

正
の
請
求
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
更
正
の
請
求
書
」
が
提
出
さ

れ
る
と
、
税
務
署
で
そ
の
内
容
を

検
討
し
、正
当
と
認
め
た
と
き
は
、

納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付
し
ま
す
。

Λ
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き
▽

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い

た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
修

正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に

修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

Λ
確
定
申
告
を
忘

れ
て

い
た
と

き
▽

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。国

税
専
門
官
採
用
試
験

受

験

者

募

集

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

○
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
八
年
五
月
七
日
（
火
）

か
ら
五
月
十
四
日
（
火
）

○
受
験
申
込
書
提
出
先

仙
台
国
税
局
人
事
課
第
二
課

○
試
験
日
と
試
験
内
容

第
一
次
試
験
（
教
養
試
験
、
専

門
試
験
）

平

成

八
年

六

月
一
一
十

二

日

子

）

及

び
二

十

三

日

（
旦

第
二

次

試

験

（
個
別

面

接

、
身

体
検

査

）

平

成

八
年

八
月

二

十

六
日
（
月

）

八
月

二

十

七

日

（
火

）

の
指

定

す

る
日

○

合

格

者

発
表

第

一
次

試

験
合

格
者

は

八
月
一
一

日

（
金
）

最

終

合

格

者
発

表

は
九

月

十

一

日

（
水

）

ま

た

、

申
込

用

紙

な

ど
詳

し

い

こ

と

に

つ

い

て

は

、
人

事

院

東

北

事

務
局

の

ほ

か
仙

台

国

税

局

人

事

第
二

課

、
最

寄

り

の
税

務
署

総

務

課

な

ど

に

お
問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。人

事

院
東

北

事

務

局

ａ

Ｏ

二

二
－

二

二

上

一
〇

二

二

仙

台

国

税

局

人

事

第

二

課

昔

○
二

千

二

六

三
－

一
一

一

一

内

線

三

二

三

六

学
生
の
み
な
さ
ん
国
民
年
金
の
加
入
を

お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
制
度
で
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
も
例
外
で
は
な
く
、

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
第

言
万
被
保

険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
稗
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。も

し
二
十
歳
に
な
っ
て
も
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
将

来
満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
在
学
中
に
交

通
事
故
な
ど
で
障
害
が
生
じ
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
先
の
こ
と
で
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
安
心
し

て
楽
し
い
老
後
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
学
生
に
は
収
入
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
学
生
本
人
と
親

元
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
に
は
、
申
請
す
れ
ば
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
や
免
除
の
問
い

合
わ
せ
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る

市
町
村
役
場
で
。

納
付
組
織
に
加
入
し
ま
し

よ
う
／
・

国

民
年

金

の

第

言
万
被

保
険

者

は

、

厚

生
年

金

保

険

や
共

済

組
合

に

加

入

し

て

い
る
人

と
違

い
、
自

分

で

各
種

の
届

出

や

保
険

料

の
納

付

を

し

な

け

れ

ば

な
り

ま

せ

ん

。

そ

の

た

め
、
「

役

場

が
遠

い
」

と

か
「

忙

し

い

」「
う

っ

か
り

忘

れ

た
」

な

ど

の

理
由

で

、

保
険

料

を
納

め

忘

れ

る
こ

と

が

あ
り

ま
す

。

そ

の

ま

ま

に

し

て

お

い

て
時

効

に

な

る
と

、

後

か

ら
納

め

る
こ

と

が

で

き

な

く

な
り

、
将

来

受

け

る

は

ず

だ

っ

た
老

齢

基

礎
年

金

や
、

万

が

一

の

と

き

の

障

害

基

礎

年

金

・

遺

族

基

礎
年

金

が
受

け

ら

れ

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
婦
人
会
な
ど
の

納
付
組
織
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。



お知らせ

コーナー

自

衛

官

募

集

自
衛

隊
で
は
、
次

の
と

お
り

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
幹
部
候
補

生
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

・
受
付
期
間

四
月
十
八
日
～
五
月
二
十
四
日

・
応
募
資
格

二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳

未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
者
。
た
だ
し
、

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
を
含
む
）
に
つ
い

て
は
、
二
十
八
歳
未
満

・
試
験
期
日

六
月
二
十
二
日

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
青
森
地
方

連
絡
部
、
む
つ
募
集
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話

二
二
－

七
四
八
四

佐
井
村
で
は
、
次
の
方
々
が
自

衛
官
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

・
佐
井
村
自
衛
官
募
集
相
談
員

今

修
一

三
八
－
四
一
三
七

竹
内

修

三
八
上
一
二
二
二

木

材

業

者

の

登

録

に

つ

い

て

木
材
業
を
営
も
う
と
す
る
方
で

県
内
に
営
業
所
又
は
工
場
を
有
す

る
方
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
ぃ
う
木
材
業
と
は
、
木

材
（
素
材
、
製
材
、
特
殊
用
材
）

の
生
産
又
は
販
売
を
行
う
業
の
こ

と
で
す
。

登
録
の
申
請
は
、
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
か
ら

十
日
前
ま
で
に
、
木
材
業
を
営
も

う
と
す
る
方
の
住
所
を
管
轄
す
る

農
林
事
務
所
（
申
請
者
の
住
所
が

県
外
に
あ
る
場
合
は
、
県
内
の
主

な
営
業
所
又
は
工
場
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
農
林
事
務
所
）
に
、
所

定
の
申
請
書
に
手
数
料
を
添
え
て

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
、

平
成
八
年
四
月
一
日
登
録
分
か
ら

最
長
三
年
間
に
延
長
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
も
れ

な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
下
北
地
方
農
業
事
務

所

林
務
課
へ

電
話

代
表
二
二
－

八
五
八
一

内
線
二
四
三

最

低

工

賃

改

正

の

お

知

ら

せ

和
服
裁
縫
業
及
び
ス
カ
ー
フ

ー

（

ン
カ
チ
ー
フ
製
造
業
の
家
内
労

働
（
内
職
）
に
適
用
さ
れ
る
最
低

工
賃
が
改
正
さ
れ
、
五
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。最

低
工
賃
に
つ
い
て
の
詳
細
、

最
低
工
賃
金
額
表
を
希
望
さ
れ
る

委
託
者
、
家
内
労
働
者
の
方
は
、

青
森
労
働
基
準
局
賃
金
課
（
電
話

○
一
七
七
－
三
四
－

四
一
一

二

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
で
す

標準小作料が改訂されました。
平成４年度に標準小作料を改訂して以来、３年が

経過し、このほど見直しが行われました。

この標準小作料は平成８年より適用されます。農

地を貸した場合及び借りた場合の料金の目安として

ください。

当委員会では、農地を他人に貸したい大、借りた

い人の斡旋をしています。

農業、農地に関することはお気軽にご相談ください。

佐井村農業委員会

農作業労働賃金は？
佐井村農業委員会では、今年の農作業労働賃金を

協議したところ次の通り改定することにしました。

農家の皆さんのご協力をお願いします。

※この単価は標準単価です。稼働状況により両者間

協議の上取り決めして下さい。



Ｄ「。吉岡の

健康談話室（第１１回）

有

名

人

と

病

気

私
た
ち
が
病
気
に
関
し
て
興
味

を
持
つ
の
は
、
自
分
や
家
族
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
や
家
族
に

病
気
が
訪
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
病
気
に
関
し
て
関
心

を
持
つ
と
き
は
、
有
名
人
が
病
気

で
倒
れ
た
と
か
、
亡
く
な
っ
た
と

言
う
と
き
で
し
ょ
う
。
で
も
関
心

を
持
つ
の
は
報
道
さ
れ
た
そ
の
時

だ
け
で
す
し
、
そ
の
病
気
に
関
し

て
は
あ
ま
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
週
刊
誌
で
も
医

者
か
ら
み
た
ら
ち
ょ
っ
と
的
外
れ

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
り
し
ま

す
。

今
回
は
「
有
名
人
と
病
気
」
と

い
う
題
で
、
最
近
（
と
い
っ
て
も

こ
の
一
年
ぐ
ら
い
で
す
が
）
話
題

と
な
っ
た
病
気
の
有
名
人
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金

丸

信

と

「
糖

尿

病

に

よ

る

脳

梗

塞

」

先
日
亡
く
な
っ
た
政
治
家
の
金

丸
信
が
糖
尿
病
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う

も
静
か
だ
と
思
っ
て
ぃ
た
ら
脳
梗

塞
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
普
通

は
「
糖
尿
病
に
よ
る
」
と
い
う
部

分
は
死
亡
診
断
書
に
は
書
か
な
い

の
が
一
般
的
で
す
が
、
主
治
医
は

書
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
お
か
げ

で
お
も
し
ろ
い
ネ
タ
と
な
り
ま
し

た
。一

般
の
人
は

。糖
尿
病
と
い
う

の
が
な
ん
で
脳
梗
塞
に
な
る
ん

だ
″
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

糖
尿
病
が
症
状
も
な
く
進
行
す

る
か
ら
怖
い
と
書
い
た
の
は
去
年

の
こ
と
で
す
。
糖
尿
病
の
何
か
悪

い
か
と
い
う
と
、
血
糖
が
高
い
状

態
で
続
く
こ
と
が
悪
い
の
で
す
。

こ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を

産
む
の
で
す
が
、
そ
の
一
つ
に
動

脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
と
い
う
の
は
身
体
中

の
動
脈
が
硬
く
な
っ
て
弾
力
性
が

な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
囗
光
に
あ
た
っ

て
弾
力
性
の
な
く
な
っ
た
タ
イ
ヤ

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
タ
イ
ヤ
は
ひ
び
割
れ

が
出
来
た
り
パ
ン
ク
し
や
す
く
な

り
ま
す
が
そ
ん
な
状
態
で
す
。

身
体
中
の
ど
ん
な
臓
器
も
動
脈

か
ら
の
血
液
が
流
れ
て
き
て
酸
素

を
も
ら
わ
な
い
と
腐
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
弾
力
性
の
な
く
な
っ
た
動

脈
で
は
心
臓
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

血
液
を
隅
々
ま
で
送
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
動
脈
硬
化

す
る
と
動
脈
の
中
に
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
た
ま
っ
て
血
液
の
流
れ

を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
時
、
脳
の
あ
る
部
分
に
行

く
血
管
の
血
液
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
と
そ
の
脳
は
腐
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
が
脳
梗
塞
と
い
う
状
態

で
す
。
金
丸
信
は
脳
の
中
で
も
重

要
な
部
分
に
行
く
動
脈
が
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
軽
け

れ
ば
半
身
麻
痺
で
何
と
か
歩
け
る

状
態
で
す
ん
だ
で
し
ょ
う
に
。

憶
測
で
す
が
、
弾
力
性
の
な
く

な
っ
た
動
脈
で
す
か
ら
金
丸
信
は

血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
悪
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
美
食
家
で
運

動
不
足
で
す
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
も
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
し
、
高
尿
酸
血
症
（
痛
風
）

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
病
匸

咼
尿

酸
血
症
の
四
つ
が
重
な
る
と
健
康

人
の
５
倍
程
度
の
動
脈
硬
化
の
な

り
な
す
さ
だ
と
言
い
ま
す
。
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
い
か
に
大
切
か
を
教

え

る
死
亡
記
事
で
し

た
。
身
を

も
っ
て
国
民
に
健
康
の
大
切
さ
を

教
え
た
立
派
な
政
治
家
だ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

み

の

も

ん

た

と

「

糖

尿

病

と

高

血

圧

」

み
の
も
ん
た
は
死

ん
だ
わ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
で
も
お

昼
の
番
組
に
出
て
い
ま
す
。

彼
が
高
血
圧
と
糖
尿
病
の
薬
を

飲
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。「
お
く
さ
～
ん
」

と
い
い
な
が
ら
健
康
の
お
話
を
し

て
い
ま
す
が
、
彼
自
身
病
気
に
悩

む
人
間
だ
か
ら
こ
そ
あ
あ
い
う
番

組
を
や
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
た
ま
に
昼
食
を
と
り

な
が
ら
あ
の
番
組
を
眺
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
好
み
ま

せ
ん
。
あ
ま
り
断
定
的
す
ぎ
て
視

聴
者
は
「
こ
れ
だ
け
を
食
べ
て
い

れ
ば
い
い
」
と
飛
び
つ
い
て
し
ま

う
の
で
す
。
コ
コ
ア
が
そ
の
い
い

例
で
し
た
。
。
世
の
中
に
は
健
康

に
良
い
食
べ
物
は
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
は
不
健
康

な
要
素
も
い
く
ら
か
は
含
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
偏

り
の
な
い
普
通
の
食
生
活
を
し
て

い
れ
ば
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
。

お
そ
ら
く
、
情
報
が
氾
濫
し
す
ぎ

て
自
分
の
食
べ
て
い
る
物
に
自
信

が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ね
。

今月 の休診日

１４日 第２火曜日

２８日 第４火曜日

＝佐井診療所＝



大

嶋

渚

と

「

出

血

性

脳

梗

塞

」

大
島
渚
が
出
血
性
脳
梗
塞
で
倒

れ
て
療
養
中
の
た
め
、
映
圓
と
り

が
延
期
さ
れ
た
、
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
あ
た
る
」
と
、
こ

の
辺
り
で
言
う
の
は
、
脳
の
血
管

性
病
変
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
も
含

む
）
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
病
態
と

し
て
は
、
違
う
病
気
な
の
で
す
が
、

い
ず
れ
も
動
脈
硬
化
が
原
因
と
な

り
ま
す
。
（
ク
モ
膜
下
出
血
だ
け

は
そ
れ
に
加
え
脳
動
脈
瘤
と
い
う

動
脈
の
奇
形
が
伴
い
ま
す
が
、
詳

し
い
こ
と
は
省
略
し
ま
す
。）

金
丸
信
の
項
で
も
申
し
上
げ
た

と
お
り
、
動
脈
硬
化
は
怖
い
も
の

だ
と
分
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
出
血
性
脳
梗
塞
と
い

う
の
は
脳
出
血
と
は
異
な
る
も
の

で
す
。
脳
を
栄
養
す
る
細
動
脈
が

波
綻
し
て
脳
自
体
が
出
血
し
て
い

る
状
態
で
す
。
た
だ
の
脳
梗
塞
は

金
丸
信
の
よ
う
に
脳
に
行
く
動
脈

が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
、
脳
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。

大
島
渚
監
督
に
は
早
く
回
復
し

て
お
も
し
ろ
い
映
画
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

横

山

や

す

し

と

「
ア
ル
コ

ー
ル

性
肝
硬
変
」

現
在
日
本
に
多
い
肝
硬
変
の
原

因
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
輸
血
な
ど

に
よ
っ
て
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
身
体

の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う

と
、
あ
る
期
間
を
お
い
て
Ｃ
型
肝

炎
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
が
さ
ら
に
進
行
し
て
肝
硬
変
と

い
う
病
気
に
な
り
ま
す
。
感
染
な

ら
肝
硬
変
に
な
る
ま
で
は
十
年
以

上
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
横
山
や
す
し
の

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
は
ア
ル

コ
ー
ル
を
飲
み
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
と

い
う
状
態
に
な
り
、
そ
れ
で
も
懲

り
ず
に
飲
み
続
け
れ
ば
肝
硬
変
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
注
意
し
た

い
の
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
に
強
い
人

ほ
ど
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
に
な

り
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
も
そ
う
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

強
い
人
で
な
け
れ
ば
毎
日
多
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
続
け
る
こ
と

は
不
可
能
だ
か
ら
で
す
。
他
人
よ

り
飲
ん
だ
の
に
次
の
日
に
二
日
酔

い
に
な
ら
ず
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

め
る
人
は
要
注
意
で
す
。

も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の
は
、

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
も
ア

ル
ゴ
ー
ル
に
よ
る
も
の
も
、
肝
炎

の
状
態
で
は
自
覚
症
状
が
出
て
き

ま
せ
ん
で
、
肝
硬
変
も
進
ん
で
き

て
か
ら
自
覚
症
状
が
出
て
く
る
こ

と
で
す
。
肝
臓
自
体
は
再
生
能
力

が
強
い
臓
器
な
の
で
す
が
、
肝
硬

変
に
な
っ
て
し
ま
う
と
再
生
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い

肝
炎
の
状
態
で
食
い
止
め
て
あ
げ

る
の
が
医
者
の
仕
事
な
の
で
す

が
、
な
か
な
か
そ
の
状
態
で
病
院

に
来
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
の
で

す
。ビ

デ
オ
タ
イ
ト
ル
は
次
の
も
の

が
増
え
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
骨
粗
鬆
症
な
ん
て
怖
く
な
い

・
め
ま
い
が
起
こ
っ
た
ら

・
高
血
圧
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

・
肝
臓
病
の
欸
か
な
知
識

・
糖
尿
病
と
と
も
に
生
き
る

・
花
粉
症
こ
れ
で
安
心

・
目
に
ご
用
心

・
腰
痛
を
解
消
す
る
た
め
に

・
不
眠
症
の
あ
な
た
へ

・
心
臓
病
の
危
険
信
号

・
骨
徂
憺
症
っ
て
な
あ
に
？

・
お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め

に
・
ス
ト
レ
ス
解
消
は
成
人
病
予
防

の
決
め
手

・
た
ば
こ
と
成
人
病

・
成
人
病
に
な
ら
な
い
食
生
活

・
成
人
病
の
予
防
は
肥
満
の
解
消

か
ら

・
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
で
も
生
き

生
き
元
気
に

・
胃
と
十
二
脂
腸

・
肩
こ
り
、
五
十
肩

・
便
秘
物
語

・
覚
え
て
お
き
た
い
癖
知
識

・
頭
痛
に
強
く
な
る

・
増
え
て
き
た
大
人
の
ア
ト
ピ
ー

・
痔
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
法

・
前
立
腺
肥
大
は
こ
わ
く
な
い
！

・
Ａ
さ
ん
の
健
康
を
探
せ

こ
ち

ら
痛
風
探
偵
団

・
慢
性
疲
労
症
候
群

アウトドアを楽しむあなたへ

ルール とマ ナ ーを守っ て

楽 しい 遊漁 を ！

海釣りや潮干狩などの遊漁は、自然に親し

む健全なレクリエーションとして老若男女を

問わず多くの人が楽しんでいます。

でも、一方では、海は漁師さんたちの生活

の場でもあります。

漁師さんの立場を尊重レ 決められたルー

ルを守るとともに正しいマナーを身にっける

ことが楽しい遊漁の第一歩です。

１ 磯のアワビ・ウニ・コンブ等の採捕は、

関係法令で禁止されているので採捕しな

いようにしてください。

２ 養殖施設・定置網等への遊漁船の係留

や漁業の操業を妨げる行為はやめましょ

う。

３ 遭難事故防止のため、夜釣りや危険な

場所での釣りには、十分注意するととも

に、万が一に備え、救命衣は必ず着用す

るようにしましょう。

４ ゴミは一人ひとりが持ち帰り、海や海

岸を汚さないようにしましょう。

５ 資源の保護・培養のため子どもの魚は

釣れたら、海に戻しましょう。



村 の 動 き インフォメーションＡＡＹ⑤

満一鑞おめでとう ／－

大

佐

井

（
清
孝
・
紳
子
）

可

畠

中

隆

二

ち

ゃ
ん

レ

島

野

真

由

ち

ゃ

ん

（
慶
司

・
さ
と
み
）

大

佐

井

苦
情
や
困
り
ご
と
を
な
く
し
て

さ
わ
や
か
な
生
活
を
１・

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
開
設

毎

日

の
生

活

の
中

で
次

の
よ

う

な

苦

情

、

困

り

ご

と

な

ど

は

あ

り

ま
せ

ん

か

。

村

及

び
行

政

監
察

事

務
所

の
担

当

官

、
行

政
相

談

委

員

が
、「
無

料

」

で

「

秘

密
」

を
守

り

親

切

に

お
聞

き

し

、

解
決

に
努

め
ま

す

。

国

や
県

、
村

、
特

殊

法

人

等

が

関
係

す

る

と
思

わ

れ

る
相

談

は

お

気
軽

に
申

出

下

さ

い

。

例
え

ば

こ

退
産

相

続

な

ど

不

動

産

登

記

に

つ

い

て
聞

き

た

い
こ

と

が
あ

る

。

・

離

婚

に

関

連

し

て

生

活

、

就

職

、

健
康

保

険

、

住

宅

な

ど

心

配

な

こ

と

が
あ

る
。

・

小

学

校

の

通

学

路

に

危

険

な

所

が
あ

っ
て

心
配

で

あ

る
。

・

パ

ー

ト

で

働

い

て

い

る

が

年

次

有

給

休

暇

を

も

ら
え

る

か

。

・

サ

ラ

金

か

ら

の

借

金

の

催

促

が
強

引

で

困

っ
て

い

る
。

・

会

社

が

健

康

保

険

や

厚

生

年

金

に

加

入

さ

せ

て

く

れ

な

い
。

・

国

道

や

県

道

に

案

内

標

識

が

無

く

て

困

っ
た

経

験

が
あ

る

。

・

歩

道

に

障

害

物

が

あ

っ

て

身

体

障

害

者

が

安

全

に

通

行

で

き

な

い
。

・
近
く
に
郵

便

ポ
ス
ト

が
無
く

て
不
便
で
あ
る
。

・

役

所
の
処
理
に
納
得
で
き
な

い
。

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。

『

日
時

平
成
八
年
五
月
二
十
二
日
水

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で

二
、
場
所

ア
ル
ザ
ス

三

階
会
議
室
』

三
、
参
加
機
関

青
森
行
政
監
察
事
務
所

佐
井
村

行
政
相
談
責
具
大
石
健
次
郎
）

佐 井 村 の 人 口

３月３１日現在

（前月比）

男 １，６９０ （△１８）

女 １，７１５ （△２８）

計 ３，４０５ （△４６）

世帯数 １，０９０ （△１９）

戸

籍

の

窓

口
４
月
１５
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

福
田

豈
］桜
（
愽
）

大
佐
井

大
畑

伶
（
尚
）

古
佐
井

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

館
脇

亮

古
佐
井

（

好
田

華
子

東
京
都

船
越

一
孝

大
佐
井

（

岡
本

若
子

大
佐
井

中
村

誠

古
佐
井

（
川
畑
む
っ
子

大
佐
井

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

奥
本

か
っ
（
四

郎
）
古
佐
井

館
脇

和
男

言

し
江
）
矢
越

川
村

り
さ
（
義

道
）
犬
佐
井

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
す
る
意
味
で
掲
載
し
て
欲
し

く
な
い
方
は
、
届
出
の
際
、
係

に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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